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自動ページアップ設定について

帳票デザイナーで「ページアップ設定」を適切に行う事により、ご用意いただいている帳票デザインとデータベースから流し込

まれるデータから最終的に生成されるPDFを自在にコントロールする事が可能になります。

本ドキュメントでは「どのような処理ルールで帳票PDFの出力ページをコントロールしていくのか？」を解説いたします。

デザイン
テンプレートPDF

出力PDF

データ

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

帳票デザイン1

帳票デザイン2



ページアップ設定の種類
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ページアップ設定の種類

帳票デザイナーで設定出来るページアッ

プの種類は全部で7つあります。

1．全ページ

2．奇数ページ

3．偶数ページ

4．指定ページ

5．最初のページ

6．最後のページ

7．適用しない

各帳票デザインページに適用する事で、

どのデザインが最終PDF出力時にどこに

適用されるのかが決定されます



各帳票デザインに
ページアップルールを適用する
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各帳票デザインにページアップルールを適用する

サンプルでの設定例を見ていきましょう

①ステージの空白部分をクリックして、

オブジェクト未選択状態にする
③設定したいテンプレートを選択しま

す

②テンプレートとなる複数ページ構

成のPDFをアップロードしてください

④現在選択しているテンプレートの

設定が表示されます
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複数ページデザインの帳票を設定する

①この「適用ルール」が実際にPDF

を生成する時にページ計算に使用さ

れるルールです。

②適用ルールには幾つか種類があり、現在選択しているテンプレートにデータが流し込まれてページが

増えていった時にどのように適用されるかの挙動を指定出来ます。

③最後に保存ボタンをクリックしましょう
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複数ページデザインの帳票を設定する

今回の設定例を見ていきましょう

この帳票設定とデータを
掛け合わせる

（デザイナ上でプレ
ビューしてみる）

テンプレートデザイン1がPDFページの最初のページに

テンプレートデザイン2がPDFページの2と3ページ目に

適用されました。データ量が多くなると、テンプレートデザイン2が自動的

に増えていく設定になります。



自動ページアップ設定例
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自動ページアップ設定例

【例1】

全てのページに同一の帳票デザインデータを適用するパターンです。

帳票デザイン
テンプレート1

「全ページ」

デザイン
テンプレートPDF

帳票デザイン
テンプレート1

ページ2

出力PDF

帳票デザイン
テンプレート1

ページ3

帳票デザイン
テンプレート1

ページ4

帳票デザイン
テンプレート1

ページ5

帳票デザイン
テンプレート1

ページ6

帳票デザイン
テンプレート1

ページ7

帳票デザイン
テンプレート1

ページ8

データ

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

帳票デザイン
テンプレート1

ページ1

「全体のページ数」はデータ

の量に合わせて可変します
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自動ページアップ設定例

【例2】

最初のページだけを表紙にして、2ページ目以降は明細ページとし、データの量に合わせてページ数が動的に

変わるパターンです。

帳票デザイン
テンプレート1

「最初のページ」

帳票デザイン
テンプレート2

「全ページ」

デザイン
テンプレートPDF

帳票デザイン
テンプレート1

ページ1

帳票デザイン
テンプレート2

ページ2

出力PDF

帳票デザイン
テンプレート2

ページ3

帳票デザイン
テンプレート2

ページ4

帳票デザイン
テンプレート2

ページ5

帳票デザイン
テンプレート2

ページ6

帳票デザイン
テンプレート2

ページ7

帳票デザイン
テンプレート2

ページ8

データ

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

「白色のテンプレート2」の

ページ数はデータの量に合

わせて可変します
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自動ページアップ設定例

【例3】

最初のページだけを表紙にして、2ページ目以降は明細ページとし、最後のページも指定のデザインとします。

データの量に合わせて明細ページ部分が動的に変わるパターンです。

デザイン
テンプレートPDF

出力PDF

データ

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

帳票デザイン
テンプレート3

「最後のページ」

帳票デザイン
テンプレート3

ページ8

帳票デザイン
テンプレート1

「最初のページ」

帳票デザイン
テンプレート2

「全ページ」

帳票デザイン
テンプレート1

ページ1

帳票デザイン
テンプレート2

ページ2

帳票デザイン
テンプレート2

ページ3

帳票デザイン
テンプレート2

ページ4

帳票デザイン
テンプレート2

ページ5

帳票デザイン
テンプレート2

ページ6

帳票デザイン
テンプレート2

ページ7

「白色のテンプレート2」の

ページ数はデータの量に合

わせて可変します
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自動ページアップ設定例

【例4】

最初のページだけを表紙にして、2ページ目以降は明細ページとし、最後のページも指定のデザインとします。

明細ページは偶数であれば青色のテンプレート、それ以外は白色のテンプレートが適用されます。

データの量に合わせて明細ページ部分が動的に変わるパターンです。

デザイン
テンプレートPDF

出力PDF

データ

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

帳票デザイン
テンプレート4

「最後のページ」

帳票デザイン
テンプレート3

ページ8

帳票デザイン
テンプレート1

「最初のページ」

帳票デザイン
テンプレート2

「全ページ」

帳票デザイン
テンプレート1

ページ1

帳票デザイン
テンプレート2

ページ3

帳票デザイン
テンプレート2

ページ5

帳票デザイン
テンプレート2

ページ7

「白色のテンプレート2と青色のテンプ

レート3」のページ数はデータの量に合

わせて可変します

帳票デザイン
テンプレート3

「偶数ページ」

帳票デザイン
テンプレート3

ページ2

帳票デザイン
テンプレート3

ページ4

帳票デザイン
テンプレート3

ページ6
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自動ページアップ設定例

【例5】

最初のページだけを表紙にして、2ページ目以降は明細ページとし、最後のページも指定のデザインとします。

但し3ページ目だけは指定のテンプレートがセットされます。

それ以外はデータの量に合わせて明細ページ部分が動的に変わるパターンです。

デザイン
テンプレートPDF

出力PDF

データ

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

帳票デザイン
テンプレート4

「最後のページ」

帳票デザイン
テンプレート3

ページ8

帳票デザイン
テンプレート1

「最初のページ」

帳票デザイン
テンプレート2

「全ページ」

帳票デザイン
テンプレート1

ページ1

帳票デザイン
テンプレート3

「3ページ目のみ」

帳票デザイン
テンプレート2

ページ2

帳票デザイン
テンプレート2

ページ4

帳票デザイン
テンプレート2

ページ5

帳票デザイン
テンプレート2

ページ6

帳票デザイン
テンプレート2

ページ7

帳票デザイン
テンプレート3

ページ3

「白色のテンプレート2」の

ページ数はデータの量に合

わせて可変します



システムが次のページを増やす、
増やさないの基準



自動ページアップするパターン
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自動ページアップするパターン

自動ページアップ処理の時にシステムが「ページを増やす、増やさないで処理を止める」には基準（ルール）が

あります。その基準は帳票のデザインと残りの出力対象のデータ量によって変わります。

下記の図が基本的な処理の例です。

【例1】

請求書

データNo.1

データNo.2

データNo.3

データNo.4

データNo.5

データNo.6

①帳票のデザイン設定が

下記の時

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

商品1

商品2

商品3

商品4

商品5

商品6

商品7

商品8

商品9

商品10

データ 請求書

商品1

商品2

商品3

商品4

商品5

商品6

請求書

商品7

商品8

商品9

商品10

②下記のデータを流し込むと

③下記の2ページが生成されます

商品6まで描画した後、

残りの商品データを描画

する事が出来ない為、次

のページを増やします

最初のページで収まりき

らなかったデータを描画

します

全てのデータを描画した

ので、ページアップ終了
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請求書

商品9

商品10

自動ページアップするパターン

1テンプレートに描画するデータの量が減ると、出力するページの枚数が自動的に増えます。

【例2】

請求書

データNo.1

データNo.2

データNo.3

データNo.4

①帳票のデザイン設定が

下記の時

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

商品1

商品2

商品3

商品4

商品5

商品6

商品7

商品8

商品9

商品10

データ

請求書

商品1

商品2

商品3

商品4

請求書

商品5

商品6

商品7

商品8

②下記のデータを流し込むと

③下記の3ページが生成されます

全てのデータが出力され

たらページアップを終了

します
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自動ページアップするパターン

複数のデータが混ざっていてもデータが全て出力されるまでページアップの計算が行われます。

【例3】

①帳票のデザイン設定が

下記の時

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

商品1

商品2

商品3

商品4

商品5

商品6

商品7

商品8

商品9

商品10

データ

②下記のデータを流し込むと

項目1

項目2

項目3

項目4

項目5

請求書

データNo.1

データNo.2

データNo.3

データNo.4

データNo.5

データNo.6

データNo.1

データNo.2

データNo.3

請求書

商品1

商品2

商品3

商品4

商品5

商品6

請求書

③下記の2ページが生成されます

項目1

項目2

項目3

商品7

商品8

商品9

商品10

項目4

項目5

全てのデータが出力され

たらページアップを終了

します
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自動ページアップするパターン

デザイン
テンプレートPDF

出力PDF

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

帳票デザイン
テンプレート4

「最後のページ」

帳票デザイン
テンプレート3

ページ6

帳票デザイン
テンプレート1

「最初のページ」

帳票デザイン
テンプレート2

「全ページ」

帳票デザイン
テンプレート1

ページ1

帳票デザイン
テンプレート3

「3ページ目のみ」

帳票デザイン
テンプレート2

ページ2

帳票デザイン
テンプレート2

ページ4

帳票デザイン
テンプレート2

ページ5

帳票デザイン
テンプレート3

ページ3

商品1

商品2

商品3

商品4

商品5

商品6

商品7

商品8

商品9

商品10

データ

項目1

項目2

項目3

項目4

項目5

アイテム1

アイテム2

アイテム3

①帳票のデザイン設定が

下記の時

②下記のデータを流し込むと ③下記のページが生成されます

自動ページアップ設定ではどのページにどのテンプレートデザインが適用されるかによって、そのテンプレート内での項目の描画数が変わります。本システムではテ

ンプレートページのデザインと描画中の残データを自動的に計算して、最終的なPDFを出力します。

【例4】

非常に複雑な構成で

あったとしても自動的に

計算し最終的なPDFを

生成します



ページアップがストップするパターン
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ページアップがストップするパターン

自動ページアップ機能を活用する為には必ずデータを描画するオブジェクトが必要です。テンプレートにデータを

描画する為のオブジェクトが無い場合は自動ページアップ処理はその時点で終了します。

【例1】

請求書

データNo.1

データNo.2

データNo.3

データNo.4

①1ページ目のデザインが

下記で、

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

商品1

商品2

商品3

商品4

商品5

商品6

商品7

商品8

商品9

商品10

データ 請求書

商品1

商品2

商品3

商品4

③下記のデータを流し込むと

④下記の2ページが生成されます

②2ページ目にはデータの

描画デザインが全く無い時

「最初のページ」

「全ページ」
描画データが無いと判断

して、ページアップ終了

⑤2ページ目には「全ページ」の属性

がセットされているテンプレートを使って

描画を試みますが、データの描画オブ

ジェクトが存在しないため、ページアッ

プ処理を終了します
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ページアップがストップするパターン

下記の図を例とすると、赤グループの描画対象となるデータが描画仕切った段階でも、自動ページアップが終

了となります。次のテンプレートページにグループBが描画される予定となっていたとしても自動ページアップは行

われません。但し、帳票ページで「次のページを強制追加する」のチェックが入っている時には、次のページに

データがあるか無いかは問わず、ページの追加が行われます。

【例2】

請求書

データNo.1

データNo.2

データNo.3

データNo.4

①1ページ目のデザインが

下記で、

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

商品1

商品2

商品3

データ 請求書

商品1

商品2

商品3

②下記のデータを流し込むと

③下記の1ページが生成されます

「最初のページ」

「全ページ」

このページは追加されな

い

一つ目のテンプレートの枠で、赤グ

ループの商品の描画は全て完了

しているので、次のページは追加さ

れない。

デザイナーで「次のページを強制

追加」にチェックが入っていれば強

制的に追加される

データNo.1

データNo.2

データNo.3

項目1

項目2

項目3

項目4

項目5



想定の出力ができないパターン
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想定の出力ができないパターン1

配置するデータNoが間違っていると正常な出力ができません。

請求書

データNo.1

データNo.2

データNo.3

データNo.4

①全ページ目のデザイン

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

データ 請求書

商品1

商品2

商品3

③下記のデータを流し込むと

④「データNo.4」までは正常に出力される

が、ページ最下部のアイテムが出力されな

い。

また自動ページアップも行われずに、PDF

の生成が終了する。

「全ページ」

データNo.20

②本来「データNo.5」にす

るべきItemに「データ

No.20」が設定されてある

商品1

商品2

商品3

商品4

商品5

商品6

商品7

商品8

商品9

商品10

商品4
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想定の出力ができないパターン2

一度PDF内で出力が完了したデータのグループは再度配置しても出力はできません。

請求書

データNo.1

データNo.2

データNo.3

データNo.4

①1ページ目のデザインが

下記で、

帳票デザインデータと、
描画するDBデータを
掛け合わせる

データ 請求書

商品1

商品2

商品3

③下記のデータを流し込むと
④1ページ目は「最初のページ」のデザイ

ンで出力。

2ページ目も出力したいいので「次のペー

ジを強制追加」にチェックを入れる。

「最初のページ」

「全ページ」

データ
No.1

データ
No.2

データ
No.3

データ
No.4

データNo.5

商品1

商品2

商品3

②2ページ目には別のレイ

アウトで同じデータを出力す

る設定になっている時

⑤1ページ目に「次のページを強制追

加」が入っているので2ページ目は生

成されますが、既に該当のデータをは

全て出力済なのでPDFに値は入って

こない。



改ページルール機能
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改ページルール機能

デフォルトでは改ページに条件は設定され

ていません。ページのデザインに合わせて

全てのオブジェクトが描画されたら、次の

ページが自動的に生成されます

改ページルールに「キーフィールド」を設定

すると、「カテゴリ」等の特定項目をチェック

して、データの変化のタイミングで自動的に

改ページします

改ページルールに「データの条件」を設定

すると、指定された項目の内容をチェックし

て、条件にあったデータが発生した段階で

自動的に改ページします
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改ページルール機能（「キーフィールド」をご利用の場合）

データ

請求書

商品1

商品2

商品3

カテゴリ1 商品1

カテゴリ1 商品2

カテゴリ1 商品3

カテゴリ1 商品4

カテゴリ2 商品5

カテゴリ2 商品6

カテゴリ2 商品7

カテゴリ3 商品8

カテゴリ3 商品9

カテゴリ3 商品10

商品4

カテゴリ1

請求書

商品5

商品6

商品7

カテゴリ2

請求書

商品8

商品9

商品10

カテゴリ3

カテゴリ項目が切り替わった

タイミングで自動的に改

ページされます

上から下に向かって対象キーフィールド

の値の変化を自動的にチェックして、変

化があれば改ページする

この項目を「キーフィールド」と

呼びます

小計

小計 小計

例えばこちらの設定の場合

改ページルール機能を使うと、データにある特定の項目の変化に合わせて自動的に改ページする処理

を入れる事が出来ます



No.30

改ページルール機能（「データの条件」をご利用の場合）

データ

請求書

商品1

商品2

商品3

カテゴリ1 商品1

カテゴリ1 商品2

カテゴリ1 商品3

カテゴリ1 商品4

カテゴリ2 小計

カテゴリ2 商品5

カテゴリ2 商品6

カテゴリ3 商品7

カテゴリ3 商品8

カテゴリ3 商品9

商品4

請求書

商品5

商品6

商品7

ターゲットのデータが発生すると

自動的に改ページされる

上から下に向かって対象キー

フィールドの値の条件をチェックし

て合致すれば改ページする

判定フィールド

例えばこちらの設定の場合

商品8

商品9

小計

改ページルール機能を使うと、データにある特定の項目の変化に合わせて自動的に改ページする処理

を入れる事が出来ます



No.31

改ページルール機能（「データの条件」をご利用の場合）

描画判定には幾つかの判定式を御利用可能です

ここで設定出来る判定

式の種類になります

条件式例

田中

!!田中

=田中

!=田中

=

!=

>100

>=100

<100

<=100

判定内容

指定フィールドに“田中”が含まれていれば

指定フィールドに“田中”が含まれていなければ

指定フィールドが“田中”であれば

指定フィールドが“田中”でなければ

指定フィールドが空であれば

指定フィールドが空でなければ

指定フィールド（数値）が100より上であれば

指定フィールド（数値）が100以上であれば

指定フィールド（数値）が100未満であれば

指定フィールド（数値）が100以下であれば
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